
THE  TOKEIKOUGEI  SHIMBUN第２５６１号（１） 令和７年（２０２５年）１２月５日
昭和 21 年１２月２０日第三種郵便物認可 ・ ５日 ・ ２０日発行 ・ 購読料１カ年送料共 11,000 円
・ 一部３３０円 ・ 海外購読料１カ年送料共航空便３万円～３万８千円 （地域により異なる）

・ 価格は店頭渡しグラム当たり小売価格 （消費税込み）
・ 外国為替相場は米 1 ドル （午後５時現在の銀行間、 中心相場）

11月17日㈪

18日㈫

19日㈬

20日㈭

21日㈮

25日㈫

26日㈬

27日㈭

28日㈮

12月１日㈪

２日㈫

8,574円
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8,740〃

8,666〃

8,884〃

9,071〃

9,333〃

9,214〃

281.71円

277.64〃

283.58〃

292.05〃

286.66〃

288.97〃

288.53〃

298.87〃

299.31〃

315.48〃

317.90〃

154.66円

155.30〃

155.45〃

157.16〃

157.40〃

156.83〃

156.35〃

155.87〃

156.25〃

155.80〃

155.68〃
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２
面
へ
続
く

主なニュース主なニュース主なニュース

　⽇本メガネ協会は、眼鏡作製技
能⼠会員を対象にした『リカレン
ト教育』の最新プログラムを期間
限定付きで公開した。

スイス時計の日本向け輸
出は前年比6.5％減（２面）

日メ協がリカレント教育の
最新プログラム公開（３面）

ジュエリー議員連盟総会
に野田会長らが出席（4面）

　スイス時計協会 FH は２０２５
年９月までの輸出結果で日本向け
累計輸出額は、前年同期比 6.5％
減の 13 億 6980 万スイスフラン

（約 2410 億 5740 万円）となった。

　ジュエリー議員連盟総会が１１
月２０日（木）に衆議院第一議員
会館で開催された。議員連盟の野
田聖子会長、辻清人事務局長、そ
の他関係省庁、ＪＪＡからは長堀
慶太会長らが出席した。
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時計工藝新聞の
購読と広告掲載
のお申し込みは

☎０３-３５０１-９７２７

22,416円

22,225〃

22,489〃

22,893〃

22,777〃

23,040〃

22,936〃

23,078〃

23,094〃

23,323〃

23,312〃

宝
石
と
の

６
月
10
日『
時
の
記
念
日
』を
祝
日
に
‼　

時
計
工
藝
新
聞
社
は
提
唱
し
て
い
ま
す
６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
制
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
記
念
日
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
ま
で
、
祝
日
の
な
い
月
は
６
月
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
計
工
藝
新
聞
社
で
は
、
長
年
〝
時
の
記
念
日
を
祝
日
に
〟
を
提
唱
し
て
い
る
。

（旧 石福ジュエリーパーツ株式会社）

〒110-0005 東京都台東区上野 5 丁目 22 番 6 号 御徒町みきビル

ＴＥＬ ０３-３８３２-５２４１ ＦＡＸ ０３-３８３６-２０６３

パーツカタログVol.16

ハンドツールカタログ

種類豊富

全 7,000 アイテム

・宝飾品パーツ

・地金各種

・材料 他

ハンドツール関係

充実しています

返信用封筒（長形3号）に110円切手を貼付の上、請求
者の住所・氏名を記入し、2026年1月5日（月）必着で
（一社）日本ジュエリー協会までご郵送ください。

受験案内（願書）の請求方法

今回の試験を欠席した方は、次回（2026年8月）の
試験を追加費用なく受験できます（該当者には
2026年4月20日（月）に案内を発送）。

3級試験をはじめて受験される方への特別措置

2026年3月4日（水）

2025年12月1日（月）～
2026年1月13日（火）
※団体申込は2026年1月9日
　（金）締切
※期間外の申込は無効

試 験 日

試験会場

申込期間  Web申込あり

モデル・タレント
ジュエリーコーディネーター

アン ミカ

一般社団法人日本ジュエリー協会認定

ジュエリー
コーディネーター
検定

〒110-8626 東京都台東区東上野2-23-25　
    TEL.03-3835-8567
FAX.03-3839-6599  
https://jja.ne.jp

札幌・仙台・東京・甲府・名古屋
大阪・広島・福岡

試験の詳細
はこちら   

JJAジュエリー
アンバサダー

3級
第51回

天地68mm×左右93mm
時計工芸新聞

〈お知らせ〉★これまでの３カ月毎に実施していた「定期業況
報告」は今期第９９回をもって終了することとなりました。
　今後は、より包括的かつ戦略的な情報発信を目的とした新た
な方法を検討してまいります。

ナ
ス
35
・
２
と
大
幅
悪
化
。
中

立
比
率
41
・
７
％
で
現
状
維
持

と
す
る
企
業
が
多
い
が
、「
良

い
」
と
答
え
る
企
業
は
少
数
。

先
行
き
も
業
況
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ

ス
29
・
９
と
底
打
ち
感
な
く
、

業
界
全
体
の
低
迷
継
続
見
通

し
。

　
一
方
、
利
益
率
の
中
立
比
率

は
前
年
同
期
比
63
・
４
％
と
安

定
傾
向
続
く
。

　
製
造
業
況
の
前
年
同
期
比
Ｄ

Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス
23
・
５
だ
が
、

中
立
比
率
64
・
７
％
で
「
変
わ

ら
ず
」
と
す
る
層
が
厚
い
。
仕

入
高
Ｄ
Ｉ
値
プ
ラ
ス
29
・
４
で
、

原
材
料
高
に
よ
る
コ
ス
ト
負
担

増
加
。
価
格
転
嫁
の
難
し
さ
が

浮
き
彫
り
に
。
利
益
率
Ｄ
Ｉ
値

は
大
き
く
落
ち
込
む
も
の
の
、

中
立
比
率
は
64
・
７
％
で
安
定

推
移
が
目
立
つ
。

　
製
造
卸
業
況
は
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ

ナ
ス
38
・
３
、
中
立
比
率
41
・

７
％
と
大
幅
悪
化
。
と
く
に
売

上
高
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス
35
・
０
、

中
立
比
率
28
・
３
％
と
一
段
と

悪
化
傾
向
。
先
行
き
も
業
況
Ｄ

Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス
40
・
０
と
さ
ら

に
悪
化
予
想
。

　
輸
入
卸
業
況
は
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ

ナ
ス
40
・
０
で
最
大
の
悪
化
幅
。

た
だ
し
中
立
比
率
60
％
と
現
状

維
持
と
す
る
企
業
も
存
在
。

　
卸
業
況
は
前
年
同
期
比
Ｄ
Ｉ

値
マ
イ
ナ
ス
37
・
１
、
中
立
比

率
37
・
１
％
と
厳
し
い
。

　
小
売
業
況
は
前
年
同
期
比
Ｄ

Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス
34
・
４
、
中
立

比
率
34
・
４
％
と
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
。
た
だ
し
利
益
率

の
中
立
比
率
は
64
・
１
％
と
高

い
。

　
そ
し
て
、
上
半
期
（
１
～
６

月
期
）
の
業
況
お
よ
び
業
界
状

況
、
商
品
の
動
き
、
そ
し
て
下

半
期
（
７
～
12
月
期
）
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
。

　
製
造
は
、
金
価
格
高
騰
で
原

材
料
コ
ス
ト
上
昇
、
価
格
転
嫁

困
難
。 

７
月
以
降
新
型
商
品

依
頼
増
加
の
動
き
も
。

　
製
造
卸
は
、
地
金
高
騰
で
利

益
薄
ま
る
、
プ
ラ
チ
ナ
転
換
で

対
応
。販
売
重
量
減
も
金
額
増
、

顧
客
明
暗
分
か
れ
る
。

　
卸
は
、
地
金
系
商
材
順
調
も

ブ
ラ
イ
ダ
ル
苦
戦
継
続
中
。
中

国
向
け
減
少
、
欧
米
系
定
期

オ
ー
ダ
ー
伸
長
。

　
輸
入
卸
は
、
関
税
問
題
影
響

で
様
子
見
継
続
、
回
復
に
時
間

要
す
る
。
企
業
努
力
で
生
き
残

り
図
る
も
、
厳
し
さ
予
想
。

　
小
売
は
、
金
製
品
動
き
活
発

も
客
数
減
少
が
大
き
な
課
題
。

催
事
頼
み
の
傾
向
強
く
、
店
頭

来
店
者
減
少
―
―
と
し
て
い

る
。

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
（
東

京
都
台
東
区
、長
堀
慶
太
会
長
）

は
、
こ
の
ほ
ど
２
０
２
５
年
４

～
６
月
の
第
99
回
定
期
業
況
調

査
報
告
を
公
表
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
２
０
２
５

年
４
～
６
月
期
の
総
合
業
況
は

前
年
同
期
比
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス

35
・
２
と
大
幅
悪
化
と
な
っ
た
。

皆
様
か
ら
の
回
答
に
よ
る
と
金

価
格
高
騰
や
関
税
リ
ス
ク
な
ど

の
外
部
要
因
が
業
績
を
大
き
く

圧
迫
し
、
製
造
業
は
原
材
料
コ

ス
ト
負
担
増
、
卸
・
小
売
業
は

消
費
マ
イ
ン
ド
低
迷
に
よ
る
需

要
減
少
が
継
続
し
て
い
る
状
況

が
み
え
る
。

　
個
別
に
見
て
み
る
と
、
総
合

は
、
前
年
同
期
比
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都

西
東
京
市
、
大
治
良
高
社
長
）

で
は
、
11
月
22
日
の
「
い
い
夫

婦
の
日
」
を
前
に
、『
夫
婦
の

時
間
』
調
査
と
題
し
て
、
全
国

の
既
婚
男
女
４
０
０
人
を
対
象

と
し
た
意
識
調
査
を
実
施
し

た
。

　
同
調
査
で
は
、
２
０
２
５
年

の
最
新
結
果
に
加
え
、
２
０
２

０
年
（
５
年
前
）
お
よ
び
２
０

０
５
年
（
20
年
前
）
に
同
社
が

実
施
し
た
同
様
の
調
査
と
の
比

較
を
通
じ
て
、
夫
婦
の
時
間
に

対
す
る
意
識
の
変
化
を
経
年
で

分
析
し
た
。
日
常
生
活
に
お
け

る
時
間
配
分
に
加
え
、
相
手
の

行
動
に
対
し
て
イ
ラ
イ
ラ
を
感

じ
る
ポ
イ
ン
ト
の
違
い
、
会

話
時
間
の
理
想
と
現
実
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
、
満
足
度
な
ど
、
夫

婦
の
時
間
に
ま
つ
わ
る
多
面
的

な
意
識
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
Ｑ
１
．
休
日
の
一
日
に
、
あ

な
た
は
下
記
項
目
に
つ
い
て
ど

の
く
ら
い
時
間
を
費
や
し
て
い

ま
す
か
。

　
休
日
の
平
均
家
事
時
間
は
、

夫「
55
分
」、妻「
１
時
間
49
分
」。

２
０
０
５
年
と
比
べ
て
夫
は
微

増
、
妻
は
約
25
分
短
縮
し
て
お

り
、
夫
婦
間
の
家
事
時
間
の
差

は
や
や
縮
小
し
て
い
る
。

　「
０
分
」
と
回
答
し
た
夫
は

22
・
５
％
か
ら
９
・
５
％
へ
と

大
幅
に
減
少
し
、“
家
事
ゼ
ロ
”

層
が
明
確
に
減
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
妻
の
「
３
時
間
以
上
」

が
42
・
５
％
か
ら
23
・
０
％
へ

と
半
減
し
、「
１
時
間
～
２
時

間
」
層
が
増
加
し
て
い
る
。

　
家
事
の
効
率
化
や
分
担
が
進

む
一
方
で
、
依
然
と
し
て
妻
が

夫
の
約
２
倍
の
時
間
を
費
や
し

て
い
る
。
共
働
き
世
帯
の
増
加

を
背
景
に
、
家
事
の
“
総
量
”

そ
の
も
の
を
見
直
す
こ
と
が
今

後
の
課
題
と
言
え
そ
う
だ
。

　
休
日
の
平
均
会
話
時
間
は
、

夫
「
１
時
間
11
分
」、
妻
「
１

時
間
14
分
」。
２
０
０
５
年
か

ら
は
夫
婦
と
も
に
約
20
分
減
少

し
て
お
り
、
会
話
時
間
の
減
少

傾
向
が
見
ら
れ
る
。「
０
分
」

と
回
答
し
た
層
も
夫
６
・
５
％
、

妻
７
・
０
％
と
一
定
数
存
在

し
、”
会
話
ゼ
ロ
の
休
日
“
を

過
ご
す
夫
婦
も
少
な
く
な
い
。

最
も
多
か
っ
た
回
答
は
「
１
時

間
」（
夫
31
・
０
％
、妻
23
・
５
％
）

で
、“
ほ
ど
ほ
ど
の
会
話
”
が

主
流
と
な
る
一
方
、「
３
時
間

　〈
令
和
８
年
１
月
１
日
付
で
〉

　
Ｒ
Ｘ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
田
中
岳
志
代
表

執
行
役
員
社
長
）は
こ
の
た
び
、

企
業
運
営
の
柔
軟
性
向
上
と
意

思
決
定
の
迅
速
化
を
目
的
と
し

て
、
令
和
８
年
１
月
１
日
を
も

っ
て
「
Ｒ
Ｘ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株

式
会
社
」
か
ら
「
Ｒ
Ｘ 

Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
合
同
会
社
」
へ
組
織
変

更
す
る
こ
と
と
っ
た
。

　
法
人
格
は
変
更
と
な
る
が
、

事
業
内
容
、
所
在
地
、
電
話
番

号
等
に
変
更
は
な
い
。

　
Ｑ
３
．
相
手
（
配
偶
者
）
の

時
間
の
使
い
方
で
、
長
す
ぎ
て

あ
な
た
が
イ
ラ
イ
ラ
す
る
の
は

ど
ん
な
行
為
で
す
か
。
該
当
す

る
も
の
を
い
く
つ
で
も
お
選
び

く
だ
さ
い
。（
複
数
回
答
可
）

　
夫
が
妻
に
対
し
て
最
も
「
長

す
ぎ
て
イ
ラ
イ
ラ
す
る
」
と
感

じ
て
い
る
の
は
「
外
出
前
の
身

支
度
」（
46
・
５
％
）。
２
０
０

５
年
の
27
・
０
％
か
ら
約
２
倍

に
増
加
し
て
お
り
、“
待
た
さ

れ
る
こ
と
”
へ
の
ス
ト
レ
ス
が

年
々
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

　
一
方
、
妻
が
夫
に
対
し
て
最

も
不
満
を
抱
い
て
い
る
の
は

「
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
・
タ
ブ

し
た
い
」
が
６
割
前
後
（
20
代

60
・
０
％
、
30
代
56
・
０
％
）

と
高
く
、
若
年
層
ほ
ど
“
団
ら

ん
時
間
”
へ
の
意
識
が
強
い
傾

向
が
見
ら
れ
た
。
夫
も
若
年
層

で
は
比
較
的
高
水
準
で
す
が
、

50
代
で
は
24
・
０
％
。

　
一
方
、「
現
状
程
度
」
と
回

答
し
た
割
合
は
、
50
代
で
夫

68
・
０
％
、
妻
60
・
０
％
と
多

数
派
を
占
め
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
の
進
行
に
伴
い
、
夫
婦
そ
れ

ぞ
れ
の
生
活
リ
ズ
ム
が
確
立
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　「
増
や
し
た
い
」
と
回
答
し

た
割
合
は
、
夫
50
・
０
％
、
妻

56
・
５
％
と
高
水
準
を
維
持
し

て
い
る
。

　
Ｑ
２
．
夫
婦
が
一
緒
に
過
ご

す
日
常
時
間
の
中
で
、
増
や
し

た
い
時
間
、
減
ら
し
た
い
時
間

は
何
で
す
か
。
下
記
の
項
目
別

に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
家
事
時
間
を
「
減
ら
し
た

い
」
と
回
答
し
た
割
合
は
、
夫

19
・
０
％
、
妻
36
・
５
％
。
妻

は
２
０
０
５
年
の
19
・
０
％
か

ら
ほ
ぼ
倍
増
し
て
お
り
、
家
事

負
担
へ
の
意
識
が
一
層
高
ま
っ

て
い
る
。
２
０
２
５
年
の
調
査

で
は
、
特
に
20
～
40
代
女
性
で

は
「
減
ら
し
た
い
」
が
約
４
割

を
占
め
、
仕
事
・
育
児
と
の
両

立
期
に
家
事
負
担
が
集
中
し
て

い
る
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。

　
一
方
、「
増
や
し
た
い
」
と

回
答
し
た
割
合
は
夫
16
・
５
％
、

妻
９
・
５
％
。
夫
の
家
事
参
加

意
欲
は
一
定
水
準
で
維
持
さ
れ

て
お
り
、
20
代
男
性
で
は
22
・

０
％
が
「
増
や
し
た
い
」
と
回

答
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
一
緒
に
し
な
い
」

と
回
答
し
た
夫
は
、
２
０
０
５

年
の
22
・
５
％
か
ら
２
０
２
５

年
は
12
・
５
％
へ
と
減
少
。
家

事
を
“
夫
婦
で
担
う
も
の
”
と

捉
え
る
意
識
が
、
こ
の
20
年
で

定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　「
増
や
し
た
い
」
と
回
答
し

た
割
合
は
、
夫
46
・
３
％
、
妻

40
・
９
％
。
父
親
の
育
児
参
加

意
欲
は
こ
の
20
年
で
２
倍
以
上

に
増
加
し
て
お
り
、
家
庭
参
加

の
定
着
が
見
て
取
れ
る
。

　
２
０
２
５
年
の
年
代
別
で

は
、
20
代
が
夫
61
・
９
％
、
妻

66
・
７
％
と
最
も
高
く
、
若
年

層
ほ
ど
“
子
育
て
時
間
”
へ
の

前
向
き
な
意
識
が
強
い
傾
向
が

見
ら
れ
た
。
一
方
、
50
代
で
は

「
現
状
程
度
」
が
多
数
派
と
な

り
、
育
児
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た

世
代
で
は
“
維
持
志
向
”
が
強

ま
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。

　「
増
や
し
た
い
」
と
回
答
し

た
割
合
は
、
夫
38
・
５
％
、
妻

48
・
０
％
。
２
０
０
５
年
で
は

男
女
と
も
に
約
５
割
だ
っ
た

が
、
近
年
は
妻
の
意
欲
が
維
持

さ
れ
る
一
方
、
夫
は
減
少
傾
向

に
あ
る
。

　
２
０
２
５
年
の
年
代
別
で

は
、
20
～
30
代
の
妻
で
「
増
や

「
２
時
間
28
分
」
か
ら
や
や
減

少
し
た
も
の
の
、会
話
時
間（
夫

１
時
間
11
分
、妻
１
時
間
14
分
）

を
上
回
っ
て
お
り
、“
自
分
の

時
間
”
を
確
保
す
る
ス
タ
イ
ル

が
定
着
し
て
い
る
。

　「
３
時
間
以
上
」
と
回
答
し

た
割
合
は
、
20
代
で
は
夫
18
・

０
％
、
妻
24
・
０
％
と
低
く
、

若
年
層
ほ
ど
夫
婦
で
一
緒
に
過

ご
す
時
間
を
重
視
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
る
。

Ｊ
Ｊ
Ａ
定
期
業
況
調
査
報
告

＝
第
99
回 

２
０
２
５
年
４
～
６
月
＝

時
間
意
識
調
査 
シ
チ
ズ
ン
時
計
が
実
施

以
上
」
と
回
答
し
た
層
は
大
き

く
減
少
し
た
。

　
共
働
き
世
帯
の
増
加
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

な
ど
の
デ
バ
イ
ス
の
普
及
、
個

人
時
間
を
重
視
す
る
傾
向
な
ど

を
背
景
に
、
夫
婦
で
意
識
的
に

会
話
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
。

　
休
日
に
夫
婦
が
別
々
の
こ
と

を
し
て
過
ご
す
平
均
時
間
は
、

夫
「
１
時
間
57
分
」、
妻
「
２

時
間
３
分
」。
２
０
０
５
年
の

全国の既婚男女４００人に聞いた最新結果を発表

２０年の変化で見る 夫婦の時間２０年の変化で見る 夫婦の時間

夫
婦
の
休
日
時
間
の
使
い
方

家
事
ゼ
ロ
夫
が
減
少
、会
話
は
控
え
め
、静
か
な
共
存

「
増
や
し
た
い
時
間
」「
減
ら
し
た
い
時
間
」

家
事
時
間
を
減
ら
し
た
い
妻
が
倍
増
、
育
児
前
向
き
夫
も
増

相
手
の
時
間
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
行
為

夫
は
待
ち
時
間
、
妻
は
ひ
と
り
時
間
に
不
満

レ
ッ
ト
」（
36
・
０
％
）
の
長

時
間
利
用
。

　
さ
ら
に
「
ト
イ
レ
」（
28
・

０
％
）や「
ゲ
ー
ム
」（
24
・
５
％
）

も
上
位
に
挙
が
り
、
妻
は
夫
が

“
ひ
と
り
で
時
間
を
費
や
す
行

動
”
に
不
満
を
感
じ
や
す
い
傾

向
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
夫
は
“
待
ち

時
間
の
ス
ト
レ
ス
”、妻
は
“
距

離
が
生
ま
れ
る
行
動
へ
の
不

満
”
を
抱
え
や
す
く
、
日
常
に

潜
む
“
時
間
感
覚
の
ズ
レ
”
が

夫
婦
間
の
摩
擦
を
生
む
要
因
と

な
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

る
。

Ｒ
Ｘ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社
か
　

　
ら

Ｒ
Ｘ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
合
同
会
社
へ

組
織

変
更

■夫婦のイライラする時間



第２５６１号 令和７年（２０２５年）１２月５日 （２）（第三種郵便物認可）

　 
ス
イ
ス
時
計
協
会
Ｆ
Ｈ
は

こ
の
ほ
ど
２
０
２
５
年
１
月
か

ら
９
月
ま
で
の
ス
イ
ス
時
計
輸

出
結
果
お
よ
び
日
本
へ
の
輸
出

状
況
を
公
表
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
９
月
の
ス
イ

ス
時
計
総
輸
出
金
額
は
、
前
年

同
月
と
比
べ
て
３
・
１
％
減
少

し
、
20
億
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
（
約

３
６
９
１
億
５
７
７
０
万
円
）

だ
っ
た
。
こ
の
下
落
に
よ
り
、

年
初
か
ら
９
カ
月
間
の
累
計
総

輸
出
金
額
は
約
１
９
０
億
ス
イ

ス
フ
ラ
ン
（
約
３
兆
３
３
５
１

億
２
０
２
０
万
円
）
と
な
り
、

全
体
で
は
１
・
２
％
の
減
少
と

な
っ
た
。

　
２
０
２
５
年
９
月
に
お
け
る

ス
イ
ス
か
ら
日
本
へ
の
時
計
総

輸
出
額
は
、
約
１
億
５
８
０
０

万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
（
約
２
９
２

億
６
０
０
０
万
円
）
で
、
前
年

同
月
比
７
・
９
％
の
減
少
と
な

っ
た
。

　
同
月
の
輸
出
先
ラ
ン
キ
ン
グ

で
は
、
上
位
10
カ
国
の
順
位
に

大
き
な
変
動
が
見
ら
れ
た
。
ア

メ
リ
カ
向
け
輸
出
は
前
年
同
月

比
で
55
・
６
％
減
少
と
過
去
最

大
の
落
ち
込
み
を
記
録
し
、
順

位
を
ト
ッ
プ
か
ら
３
位
へ
と
下

げ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
２
０

２
５
年
８
月
に
ア
メ
リ
カ
政
府

が
発
表
し
た
ス
イ
ス
か
ら
の
輸

入
品
（
時
計
を
含
む
）
に
対
す

る
39
％
の
関
税
の
影
響
が
あ
る

と
み
ら
れ
る
。

　
一
方
、
香
港
お
よ
び
中
国
向

け
輸
出
は
前
年
を
上
回
る
２
桁

の
増
加
を
示
し
た
も
の
の
、
日

本
向
け
の
輸
出
金
額
を
超
え
る

に
は
至
ら
ず
、そ
れ
ぞ
れ
４
位
、

５
位
に
留
ま
り
ま
っ
た
。

　
日
本
向
け
輸
出
は
８
月
に
20

％
を
超
え
る
減
少
を
記
録
し
た

が
、
過
去
２
年
と
同
様
に
９
月

に
は
再
び
増
加
傾
向
へ
と
転
じ

て
い
る
。
腕
時
計
に
限
る
と
、

輸
出
額
は
約
１
億
５
１
８
０
万

ス
イ
ス
フ
ラ
ン
（
約
２
８
１
億

８
５
０
万
円
）
で
、
前
年
同
月

比
８
・
６
％
減
。
輸
出
数
量
は

４
万
５
６
１
５
個
と
、
前
年
と

ほ
ぼ
同
水
準
。

　
１
月
か
ら
９
月
ま
で
の
日
本

向
け
累
計
輸
出
額
は
、
前
年
同

期
比
６
・
５
％
減
の
13
億
６
９

８
０
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
（
約
２

４
１
０
億
５
７
４
０
万
円
）
と

な
っ
た
。
第
三
四
半
期
に
お
い

て
も
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
次

ぐ
第
２
位
の
輸
出
先
と
し
て
、

ス
イ
ス
時
計
輸
出
額
全
体
に
お

け
る
大
き
な
シ
ェ
ア
を
維
持
し

て
い
る
。

　
＊
月
別
参
考
平
均
為
替
レ
ー

ト
：
＠
１
８
５
・
19
（
２
０
２
５

年
９
月
７
日
～
10
月
５
日
）【
日

本
関
税
協
会
　
週
間
為
替
相
場

を
参
照
】

　
＊
ス
イ
ス
時
計
総
輸
出
金
額

は
、
腕
時
計
と
そ
の
他
（
ム
ー

ブ
メ
ン
ト
、
部
品
、
ク
ロ
ッ
ク

な
ど
）
の
合
計
金
額
。

　
＊
輸
出
価
格
と
は
、
ス
イ
ス

か
ら
時
計
が
輸
出
さ
れ
る
際

に
、
輸
出
申
告
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
価
格
を
意
味
し
て
お

り
、
販
売
価
格
と
は
異
な
る
。

ま
た
、
価
格
帯
別
デ
ー
タ
に
お

け
る
価
格
帯
と
は
輸
出
価
格
に

基
づ
く
に
価
格
帯
で
あ
り
、
販

売
時
の
価
格
帯
と
は
異
な
る
。

　
プ
ラ
チ
ナ
・
ギ
ル
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｐ
Ｇ
Ｉ
）
は
、
２
０
２
５

年
５
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
、「
新
た
な
需
要
の
時
代
に
輝
き
を
放
つ
プ
ラ
チ
ナ
・

ジ
ュ
エ
リ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
「
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ビ

ュ
ー
（
Ｐ
Ｊ
Ｂ
Ｒ
）
２
０
２
５
」
を
開
催
し
た
。
プ
ラ
チ
ナ
生
産
者
、
宝
飾
業

界
の
専
門
家
や
リ
ー
ダ
ー
、
投
資
家
、
ア
ナ
リ
ス
ト
が
一
堂
に
会
し
、
プ
ラ
チ

ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
新
た
な
可
能
性
を
探
っ
た
。

　
こ
の
中
で
Ｐ
Ｇ
Ｉ
の
テ
ィ

ム
・
シ
ュ
リ
ッ
ク
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、

プ
ラ
チ
ナ
宝
飾
品
市
場
の
過
去

と
現
在
の
状
況
を
検
証
し
、
ホ

ワ
イ
ト
ゴ
ー
ル
ド
か
ら
の
転
換

を
背
景
に
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ

リ
ー
の
需
要
が
大
幅
に
増
加
す

る
機
会
に
つ
い
て
説
明
し
た
。 

　
ま
た
、
Ｐ
Ｇ
Ｉ
の
ジ
ュ
エ
リ

ー
に
お
け
る
プ
ラ
チ
ナ
の
新
し

い
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
・

プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン 

「
真
実
の
貴

金
属
（M

etal of Truth

）」も

発
表
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
プ
ラ
チ
ナ
が
真

正
性
と
永
続
的
価
値
の
究
極
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
、
人
生
の
最
も
意
義
深
い

瞬
間
を
彩
る
中
心
的
役
割
を
担

う
ジ
ュ
エ
リ
ー
で
あ
る
こ
と
が

再
確
認
で
き
る
。

　「
歴
史
的
に
も
ジ
ュ
エ
リ
ー

は
、
常
に
意
味
、
感
情
、
自
己

実
現
を
表
現
す
る
上
で
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
」
と
シ
ュ
リ
ッ
ク
は
語
る
。

「
私
た
ち
の
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
・

プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
プ
ラ
チ

ナ
を
、
そ
の
よ
う
な
瞬
間
を
尊

重
す
る
貴
金
属
と
し
て
位
置
づ

け
る
も
の
で
す
。
ト
レ
ン
ド
は

変
化
し
ま
す
が
、
真
実
は
不
変

で
す
。
プ
ラ
チ
ナ
は
真
実
の
瞬

間
を
最
も
よ
く
映
し
出
す
貴
金

属
な
の
で
す
」
と
。

　
Ｐ
Ｊ
Ｂ
Ｒ
で
は
、
テ
ィ
ム
・

シ
ュ
リ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

実
施
し
た
。
パ
ネ
ル
に
は
以
下

の
方
々
が
参
加
し
た
。

　
メ
タ
ル
ズ
・
フ
ォ
ー
カ
ス
㈱

の
Ｐ
Ｇ
Ｍ
リ
サ
ー
チ
・
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
、
ウ
ィ
ル
マ
・
ス
ワ
ー

ツ
氏
、
バ
ル
テ
ラ
・
プ
ラ
チ
ナ

ム
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
㈱
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
最
高
責
任
者
、

ヒ
ル
ト
ン
・
イ
ン
グ
ラ
ム
氏
、

ウ
ェ
ス
ト
ン
・
ビ
ー
マ
ア
・
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
の
マ
ネ
ー

ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
・
モ
ー
ト
ン
氏
、

田
中
貴
金
属
リ
テ
イ
リ
ン
グ
㈱

Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
田
中
和
和
氏
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
プ
ラ
チ
ナ
と
金
の
価
格

差
が
拡
大
す
る
中
、
業
界
が
プ

ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
開
発

機
会
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
、
バ
リ
ュ
ー
チ

ェ
ー
ン
に
お
け
る
様
々
な
プ
レ

イ
ヤ
ー
の
視
点
を
通
し
て
議
論

さ
れ
た
。

　
14
Ｋ
以
上
の
ホ
ワ
イ
ト
ゴ
ー

ル
ド
ジ
ュ
エ
リ
ー
は
、
プ
ラ
チ

ナ
が
特
に
代
替
機
会
を
獲
得
で

き
る
と
パ
ネ
ル
が
考
え
た
領
域

の
ひ
と
つ
。

　
Ｐ
Ｇ
Ｉ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ジ
ェ
ン
ジ
ェ

ン
・
リ
ウ
か
ら
、
２
０
２
４
年

の
プ
ラ
チ
ナ
宝
飾
品
市
場
の
需

要
と
２
０
２
５
年
の
見
通
し
に

つ
い
て
も
報
告
が
行
わ
れ
た
。

Ｐ
Ｇ
Ｉ
が
各
主
要
市
場
に
お
い

て
、
消
費
者
に
焦
点
を
当
て
た

戦
略
的
な
取
り
組
み
を
通
じ
て

い
か
に
需
要
を
喚
起
し
、
消
費

者
と
宝
飾
業
界
に
プ
ラ
チ
ナ
の

利
点
と
価
値
を
紹
介
し
て
い
る

か
を
提
示
し
た
。 

　
日
本
で
は
、
金
と
プ
ラ
チ
ナ

の
価
格
差
が
拡
大
し
た
た
め
金

か
ら
の
転
換
が
進
み
、
金
の
生

産
量
は
前
年
同
期
比
７
％
減
少

し
、
プ
ラ
チ
ナ
は
同
11
％
増
加

し
た
（
メ
タ
ル
・
フ
ォ
ー
カ
ス

㈱
提
供
）。
プ
ラ
チ
ナ
の
小
売

オ
ン
ス
需
要
も
前
年
比
６
％
増

と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
資
産
形

成
を
目
的
と
し
た
宝
飾
品
へ
の

嗜
好
の
持
続
と
婚
姻
件
数
の
わ

ず
か
な
増
加
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
用

プ
ラ
チ
ナ
地
金
の
シ
ェ
ア
拡

大
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
継
続
的

な
追
い
風
に
よ
る
も
の
。 

　
プ
ラ
チ
ナ
は
引
き
続
き
ホ
ワ

イ
ト
メ
タ
ル
市
場
を
席
巻
し
て

お
り
、
昨
年
の
宝
飾
品
総
売
上

個
数
の
28
％
ま
で
増
加
し
た
の

に
対
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ゴ
ー
ル
ド

は
19
％
ま
で
シ
ェ
ア
が
減
少
。

こ
の
傾
向
は
今
年
も
加
速
す
る

と
見
ら
れ
る
。

　
イ
ン
ド
で
は
、
２
０
２
４
年

第
２
四
半
期
に
総
選
挙
が
実
施

さ
れ
、
宝
飾
品
事
業
が
混
乱
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
プ
ラ
チ

ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
製
造
量
は

前
年
同
期
比
14
％
増
加
し
た
と

推
定
さ
れ
る
。
通
常
の
取
り
組

み
に
加
え
、「
メ
ン
・
オ
ブ
・

プ
ラ
チ
ナ
」
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｍ
．

Ｓ
．
ド
ー
ニ
・
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
発
売
が
成
功

を
収
め
た
こ
と
も
成
長
を
支
え

た
。「
メ
ン
・
オ
ブ
・
プ
ラ
チ
ナ
」

は
、
イ
ン
ド
Ｐ
Ｇ
Ｉ
の
３
ブ
ラ

ン
ド
の
中
で
小
売
オ
ン
ス
の
売

り
上
げ
に
最
も
貢
献
す
る
ブ
ラ

ン
ド
と
な
っ
た
。 

　
Ｐ
Ｇ
Ｉ
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
中
東
に
も

ブ
ラ
ン
ド
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
導

入
。
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
Ｕ
Ａ

Ｅ
を
皮
切
り
に
、
３
つ
の
Ｐ
Ｇ

Ｉ
イ
ン
ド
・
ブ
ラ
ン
ド
を
イ
ン

ド
人
駐
在
員
、
そ
の
他
の
南
ア

ジ
ア
人
、
地
元
の
首
長
国
に
紹

介
し
た
。
２
０
２
５
年
の
イ
ン

ド
国
内
の
プ
ラ
チ
ナ
宝
飾
品
製

造
と
Ｕ
Ａ
Ｅ
で
の
需
要
は
、
メ

ン
ズ
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
主
導
し
て

２
桁
成
長
す
る
と
予
想
さ
れ

る
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
小
売
業
者

が
ホ
ワ
イ
ト
ゴ
ー
ル
ド
の
在
庫

を
プ
ラ
チ
ナ
に
転
換
し
た
こ
と

も
あ
り
、
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ

リ
ー
の
小
売
総
売
上
高
は
前
年

比
７
％
増
と
予
測
さ
れ
る
。
ラ

ボ
グ
ロ
ウ
ン
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

市
場
の
上
昇
も
、
平
均
販
売
価

格
を
増
や
し
利
益
率
を
最
適
化

す
る
た
め
に
、
小
売
業
者
が
プ

ラ
チ
ナ
に
注
力
す
る
動
機
と
な

っ
た
。 

　
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
Ｐ
Ｇ
Ｉ
で

は
２
０
２
４
年
６
月
、
バ
ル
テ

ラ
・
プ
ラ
チ
ナ
ム
社
が
ア
ロ
イ

ド
社
と
共
同
で
開
発
し
た
新
し

い
プ
ラ
チ
ナ
合
金 

イ
ノ
ヴ
ェ

オ
・
プ
ラ
チ
ナ
を
導
入
し
た
。

製
造
効
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
の

合
金
は
、
こ
れ
ま
で
デ
ザ
イ
ナ

ー
や
ジ
ュ
エ
ラ
ー
か
ら
出
さ
れ

て
い
た
課
題
に
応
え
る
よ
う
に

設
計
さ
れ
て
お
り
、発
売
以
来
、

30
社
以
上
の
メ
ー
カ
ー
が
こ
の

合
金
に
つ
い
て
試
験
を
実
施
し

て
き
た
。

　
金
価
格
の
上
昇
を
追
い
風

に
、
２
０
２
４
年
第
４
四
半
期

の
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の

生
産
量
は
前
年
同
期
比
10
％
増

加
し
た
。
２
０
２
５
年
第
１
四

半
期
も
こ
の
回
復
基
調
が
持
続

し
た
結
果
、
前
年
同
期
比
50
％

増
に
至
っ
た
。こ
れ
を
受
け
、中

国
の
宝
飾
品
製
造
の
中
心
地
で

あ
る
深
圳
に
数
十
の
プ
ラ
チ
ナ

専
門
の
卸
売
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
が

新
設
さ
れ
、
ま
た
複
数
の
金
主

体
の
メ
ー
カ
ー
が
生
産
ラ
イ
ン

を
プ
ラ
チ
ナ
に
切
り
替
え
た
。

　
近
畿
時
計
宝
飾
眼
鏡
小
売
組

合
連
合
会
は
11
月
18
日
、
和
歌

山
市
立
有
吉
佐
和
子
記
念
館
で

「
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
を
開

催
し
た
。
会
議
に
は
大
阪
か
ら

辰
巳
貞
一
理
事
長
、
江
藤
克
二

専
務
理
事
、
京
都
か
ら
渡
邉
道

夫
理
事
長
、
井
上
良
人
副
理
事

長
が
参
加
し
、
開
催
担
当
の
和

歌
山
か
ら
は
芝
久
芳
理
事
長
を

は
じ
め
大
畑
宣
雄
副
理
事
長
、

山
田
稔
専
務
理
事
、
平
松
博
会

計
理
事
、
廣
井
研
一
事
業
部
長

が
臨
ん
だ
。

　
主
要
議
題
は
「
今
後
の
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
組
合
の
あ

り
方
」。
業
界
環
境
の
変
化
が

続
く
中
で
、
広
域
連
携
を
ど
の

よ
う
に
維
持
・
再
編
し
て
い
く

か
を
中
心
に
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。
と
り
わ
け
組
合
運
営
の
実

務
負
担
、情
報
共
有
の
あ
り
方
、

地
域
差
へ
の
対
応
な
ど
が
論
点

と
な
り
、
各
組
合
が
抱
え
る
課

題
を
共
有
し
た
。

　
併
せ
て
和
歌
山
組
合
の
解
散

が
正
式
に
発
表
さ
れ
、
今
後
は

任
意
の
情
報
交
換
組
織
と
し
て

の
存
続
可
能
性
に
つ
い
て
も
議

論
が
及
ん
だ
。

　
会
議
は
終
始
率
直
な
意
見
交

換
が
続
き
、
府
県
を
越
え
た
連

携
の
重
要
性
を
再
確
認
。
各
組

合
が
次
代
の
運
営
像
を
模
索
し

つ
つ
、
情
報
共
有
と
協
力
体
制

を
保
つ
方
針
で
一
致
し
た
。

近畿ブロック会議会場（＝和歌山・
有吉佐和子記念館）

理
想
と
現
実
の
夫
婦
の
会
話
時
間

理
想
は
「
２
時
間
以
上
」
が
４
割
、
現
実
は
１
時
間
強

　
Ｑ
４
．
あ
な
た
に
と
っ
て
、

休
日
一
日
あ
た
り
の
理
想
的
な

夫
婦
の
会
話
時
間
は
ど
の
く
ら

い
で
す
か
。

　
理
想
の
会
話
時
間
は
、
夫
婦

と
も
に
平
均
「
１
時
間
31
分
」

だ
っ
た
。
最
も
多
か
っ
た
回
答

は
「
１
時
間
」（
夫
31
・
０
％
、

妻
28
・
５
％
）
で
、“
ほ
ど
ほ

ど
の
会
話
”
を
理
想
と
す
る
層

が
中
心
。
さ
ら
に
「
２
時
間
以

上
」
と
回
答
し
た
層
も
夫
39
・

０
％
、
妻
41
・
０
％
に
の
ぼ
り
、

休
日
に
は
し
っ
か
り
と
会
話
を

楽
し
み
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が

根
強
い
こ
と
が
分
か
る
。

　
一
方
、
現
実
の
平
均
会
話
時

間
（
Ｑ
１
）
は
夫
「
１
時
間
11

分
」、
妻
「
１
時
間
14
分
」
と
、

理
想
よ
り
約
20
分
短
い
結
果
と

な
っ
た
。
特
に
「
30
分
以
下
」

と
回
答
し
た
層
は
、
夫
32
・
５

％
、
妻
39
・
０
％
と
多
く
、
仕

事
や
家
事
、
生
活
リ
ズ
ム
の
違

い
が
“
会
話
時
間
の
確
保
”
を

難
し
く
し
て
い
る
状
況
が
う
か

が
え
る
。

　
ま
た
、
妻
の
方
が
理
想
と
現

実
の
差
が
大
き
く
、
理
想
で

は
「
２
時
間
以
上
」
が
41
・
０

％
に
対
し
、
現
実
で
は
29
・
５

％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。“
も

っ
と
話
し
た
い
”
と
い
う
気
持

ち
が
満
た
さ
れ
に
く
い
妻
の
姿

が
浮
か
び
上
が
る
結
果
と
な
っ

た
。

　
Ｑ
５
．
夫
婦
で
一
緒
に
過
ご

す
時
間
の
満
足
度
を
、
10
点
満

点
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
夫
婦
で
一
緒
に
過
ご
す
時

間
の
平
均
満
足
度
は
、
夫
６
・

６
点
、
妻
６
・
２
点
。
最
も
多

か
っ
た
回
答
は
「
８
点
」（
夫

21
・
５
％
、妻
19
・
０
％
）で
、“
お

お
む
ね
満
足
”
と
感
じ
て
い
る

層
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、「
５
点
以
下
」
と
回

答
し
た
層
も
夫
30
・
０
％
、
妻

36
・
５
％
に
の
ぼ
り
、
満
足
度

に
は
一
定
の
ば
ら
つ
き
が
見
ら

れ
た
。

　
年
代
別
で
は
、20
代
夫
が
７
・

６
点
と
最
も
高
く
、
妻
も
６
・

６
点
と
比
較
的
高
水
準
だ
っ

た
。

　
若
年
層
ほ
ど
夫
婦
時
間
に
前

向
き
に
評
価
す
る
傾
向
が
見
ら

れ
る
一
方
で
、40
代
で
は
夫
６
・

２
点
、
妻
５
・
６
点
と
最
も
低

く
、
育
児
や
仕
事
な
ど
と
の
両

立
に
よ
る
多
忙
さ
が
満
足
度
の

低
下
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
Ｑ
６
．
結
婚
記
念
日
や
誕
生

日
な
ど
の
特
別
な
日
に
、
夫
婦

で
一
緒
に
過
ご
す
時
間
を
確
保

す
る
た
め
、
事
前
に
休
暇
を
取

っ
た
り
予
定
を
調
整
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
結
婚
記
念
日
や
誕
生
日
な
ど

の
特
別
な
日

に
、
夫
婦
で

一
緒
に
過
ご

す
時
間
を
確

保
す
る
た
め
に
「
予
定
を
調
整

す
る
」
と
回
答
し
た
人
は
、
20

代
で
夫
80
・
０
％
、
妻
86
・
０

％
と
８
割
を
超
え
た
。
若
い
世

代
ほ
ど
特
別
な
日
の
時
間
を
重

視
す
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

　
年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
割

合
は
や
や
低
下
す
る
も
の
の
、

30
～
50
代
で
も
夫
の
過
半
数

（
30
代
68
・
０
％
、
40
代
56
・

０
％
、
50
代
54
・
０
％
）、
妻

の
約
半
数
（
30
代
52
・
０
％
、

40
代
58
・
０
％
、50
代
44
・
０
％
）

が
「
は
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。

世
代
を
問
わ
ず
、「
特
別
な
日

は
で
き
る
だ
け
一
緒
に
過
ご
し

た
い
」
と
い
う
意
識
が
広
く
浸

透
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る  

ス
イ
ス
時
計
協
会
発
表

25
年
１
月
か
ら
９
月
の

ス
イ
ス
時
計
輸
出
結
果

９
月
輸
出
国
ラ
ン
ク

米
国
１
位
か
ら
３
位
に

累計総輸出額は３兆３３５１億円
日本への累計総輸出額は２位 約２４１０億円 前年同期比

６．５％減少

「
和
歌
山
組
合
の
解
散
」

広
域
連
携
の
方
向
性
を
協
議

「近畿ブロック会議」和歌山で開催

シチズン調査 時間意識■夫婦の会話時間「理想と現実」

■夫婦で一緒に過ごす時間の満足度（１０点満点）

■夫婦で特別な日は予定調整するか

20
年
の
変
化
で
見
る

夫
婦
の
時
間

夫
婦
の
時
間
に
対
す
る
満
足
度

20
代
は
高
評
価
、
育
児
・
仕
事
が
重
な
る
40
代
は
厳
し
め
の
声

特
別
な
日
の
予
定
調
整
意
識

「
夫
婦
一
緒
に
過
ご
し
た
い
」
20
代
は
８
割
超
に

テ
ィ
ム
・
シ
ュ
リ
ッ
ク
Ｃ
Ｅ
Ｏ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

真
正
性
と
永
続
的
価
値
の
究
極
の
シ
ン
ボ
ル

プラチナ・ジュエリー・ビジネスレビュー開催ＰＧＩ

日
　
　
本　

金
か
ら
の
転
換
と
資
産
運
用
お
よ
び
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
増
加
で
需
要
増

イ 

ン 

ド　

盛
況
の
メ
ン
ズ
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
中
東
地
域
で
の
拡
大
も
牽
引

ア
メ
リ
カ　

プ
ラ
チ
ナ
と
金
の
価
格
差
な
ど
で
ホ
ワ
イ
ト
ゴ
ー
ル
ド
か
ら
移
行
加
速

中
　
　
国　

複
数
の
金
主
体
の
メ
ー
カ
ー
が
生
産
ラ
イ
ン
を
プ
ラ
チ
ナ
に

真
実
の
貴
金
属
プ
ラ
チ
ナ
そ
の
世
界
的
な

成
長
期
を
予
測

真
実
の
貴
金
属
プ
ラ
チ
ナ

真
実
の
貴
金
属
プ
ラ
チ
ナ

真
実
の
貴
金
属
プ
ラ
チ
ナ

20
年
の
変
化
で
見
る

夫
婦
の
時
間

 全国の既婚男女
４００人アンケート

〈１面から続く〉

９
月
輸
出
額
香
港

４
位　

中
国
５
位
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１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
飛
距
離
を
稼
ぎ
、
打
ち
や
す

い
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ク
ラ
ブ

が
進
化
し
て
、
昨
今
の
ア
イ
ア

ン
セ
ッ
ト
は
各
メ
ー
カ
ー
と
も

６
番
か
ら
と
ロ
ン
グ
ア
イ
ア
ン

が
ア
マ
チ
ュ
ア
の
キ
ャ
デ
ィ
ー

バ
ッ
ク
か
ら
消
え
て
久
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、「
ト
ラ
ブ
ル
シ

ョ
ッ
ト
の
た
め
に
４
番
ア
イ
ア

ン
を
キ
ャ
デ
ィ
ー
バ
ッ
グ
に
入

れ
て
い
る
」
と
い
う
ア
マ
チ
ュ

ア
も
た
ま
に
見
か
け
ま
す
。
ド

ラ
イ
バ
ー
シ
ョ
ッ
ト
を
曲
げ

て
、
林
に
ボ
ー
ル
を
打
ち
込
ん

だ
と
き
に
使
う
た
め
で
す
。

　
し
か
し
、
林
の
中
か
ら
の
脱

出
に
ロ
ン
グ
ア
イ
ア
ン
を
使
う

の
が
決
ま
り
だ
と
信
じ
込
ん
で

ミ
ス
を
繰
り
返
す
ア
マ
チ
ュ
ア

も
多
い
の
で
す
。

　
確
か
に
林
の
中
か
ら
は
ボ
ー

ル
を
上
げ
て
は
い
け
な
い
、
低

い
ボ
ー
ル
で
フ
ェ
ア
ウ
エ
ー
に

出
す
の
が
、“
傷
口
”
を
広
げ

ず
に
ス
コ
ア
を
ま
と
め
る
コ
ツ

で
す
。

　
ロ
フ
ト
の
少
な
い
番
手
な

ら
、
低
く
打
ち
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

林
か
ら
の〝
脱
出
〟は
ロ
ン
グ

ア
イ
ア
ン
と
決
め
つ
け
な
い

　
だ
が
、
実
際
に
ボ
ー
ル
の
と

こ
ろ
ま
で
行
く
と
、
思
い
の
ほ

か
目
の
前
に
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ

て
開
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
ん
な
時
は
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ア

ン
で
低
く
出
す
よ
り
も
、
ウ
エ

ッ
ジ
の
ほ
う
が
脱
出
は
や
さ
し

い
。

　
目
の
前
に
枝
が
垂
れ

下
が
っ
て
ボ
ー
ル
を
上

げ
ら
れ
な
い
の
な
ら
ま

だ
し
も
、
高
さ
に
障
害

が
な
い
の
な
ら
ア
プ
ロ

ー
チ
の
ほ
う
が
絶
対
に

う
ま
く
い
き
ま
す
。
ロ

ン
グ
ア
イ
ア
ン
で
30
～

40
ヤ
ー
ド
を
打
つ
ほ
う

が
よ
っ
ぽ
ど
難
し
い
。

そ
れ
に
勢
い
よ
く
打
ち

出
さ
れ
た
ら
、
反
対
側

の
林
に
入
っ
て
し
ま
う

リ
ス
ク
も
あ
る
の
で

す
。
だ
か
ら
林
か
ら
の

脱
出
に
は
必
ず
ア
プ
ロ

ー
チ
に
使
う
１
本
も
持

ン
グ
す
る
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
が
続

く
の
で
す
。

　
プ
ロ
は
で
き
な
い
こ
と
は
絶

対
に
や
ら
な
い
。
ま
あ
、
10
回

ト
ラ
イ
し
て
、
半
分
以
上
成
功

す
る
確
率
が
な
け
れ
ば
無
理
は

し
な
い
。
技
術
的
な
裏
付
け
が

あ
っ
て
リ
ス
ク
も
ち
ゃ
ん
と
考

え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ア
マ

チ
ュ
ア
は
１
０
０
回
挑
戦
し
て

１
回
う
ま
く
い
く
か
い
か
な
い

か
、
と
い
う
シ
ョ
ッ
ト
を
試
み

る
。
こ
れ
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
以
外

の
何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
。

林
か
ら
の
脱
出
も
基
本
は
ア
プ

ロ
ー
チ
だ
と
考
え
て
下
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
ム
チ
ャ
を
す
る
こ

と
も
な
く
、
ト
ラ
ブ
ル
を
重
ね

る
こ
と
も
な
く
な
る
は
ず
で

す
。

　
１
日
に
１
度
も
パ
ー
オ
ン
で

き
な
い
レ
ベ
ル
な
ら
、
30
～
40

ヤ
ー
ド
の
林
か
ら
の
脱
出
も
、

格
好
の
ア
プ
ロ
ー
チ
練
習
に
な

る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の
成
否
が
ス

コ
ア
１
０
０
切
り
の
大
き
な
鍵

を
握
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
林
に
ボ
ー
ル
が
入
っ
た
ら
ロ

ン
グ
ア
イ
ア
ン
だ
と
決
め
つ
け

ず
に
、
必
ず
ア
プ
ロ
ー
チ
用
の

ク
ラ
ブ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

基本はアプローチと考えよう
っ
て
い
っ
て
下
さ
い
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
は
、
ト
ラ
ブ
ル

シ
ョ
ッ
ト
が
雑
で
す
。

　
プ
ロ
は
打
ち
出
す
方
向
、
高

さ
、
距
離
を
し
っ
か
り
計
算
し

て
い
る
。
ア
マ
チ
ュ
ア
は
林
か

ら
の
脱
出
な
ら
ロ
ン
グ
ア
イ
ア

ン
で
大
丈
夫
だ
と
漠
然
と
ス
イ

パワーに頼らず技術で
勝負のウクライナ力士

　
今
年
は
大
相
撲
が
例
年
以

上
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
３
月
場
所
、
５
月
場
所
に

連
続
優
勝
し
た
大
の
里
が
初

土
俵
か
ら
所
要
13
場
所
の
最

速
記
録
で
横
綱
に
昇
進
。

　
９
月
場
所
で
も
賜
杯
を
手

に
し
て
土
俵
を
沸
か
し
、
豊

昇
龍
と
の
２
人
横
綱
に
好
角

家
ば
か
り
で
な
く
多
く
の
国

民
が
熱
狂
し
た
。

　
そ
し
て
11
月
場
所
に
初
優

勝
し
、
所
要
14
場
所
で
大
関

昇
進
を
決
め
た
安
青
錦
も
旋

風
を
巻
き
起
こ
し
た
。

　
獅
司
に
続
く
、
２
人
目
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
で
あ
り
、

序
ノ
口
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

力
士
に
限
れ
ば
年
６
場
所
に

な
っ
た
１
９
５
８
年
以
降
に

限
れ
ば
最
速
記
録
だ
。

　
母
国
で
柔
道
に
励
ん
で
い

た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
マ
ッ

ト
型
の
土
俵
を
見
か
け
た
の

が
相
撲
と
の
初
め
て
の
出

合
い
。
見
よ
う
見
ま
ね
で

相
撲
を
取
っ
て
み
る
と
そ

の
面
白
さ
に
夢
中
に
な
り
、

２
０
１
９
年
に
大
阪
で
行
わ

れ
た
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
相
撲
選

手
権
出
場
の
た
め
初
来
日
。

関
大
相
撲
部
で
稽
古
を
し

て
、
３
位
入
賞
だ
っ
た
。

　
帰
国
後
は
レ
ス
リ
ン
グ
の

国
内
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
期
待
さ

れ
た
が
、
日
本
で
力
士
に
な

る
夢
を
抱
き
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
な
ど
で
相
撲
を
熱
心
に
研

究
し
て
い
た
。

　
そ
ん
な
折
、
22
年
に
ロ
シ

ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵

攻
。
安
青
錦
は
縁
が
あ
っ
た

関
大
相
撲
部
主
将
に
連
絡

し
、
再
来
日
。
主
将
の
家
に

居
候
を
し
な
が
ら
相
撲
の
稽

古
に
邁
進
し
、
同
年
、
安
治

川
部
屋
の
研
修
生
と
な
っ

た
。
１
９
３
㎝
・
１
６
６
㎏

の
獅
司
、
１
９
８
㎝
・
１
９

３
㎏
の
元
大
関
把
瑠
都
ら
、

欧
州
出
身
力
士
は
巨
体
が
多

い
が
、安
青
錦
は
１
８
２
㎝
・

１
３
６
㎏
と
軽
量
級
。

　
パ
ワ
ー
に
頼
ら
ず
、
技
術

で
勝
負
す
る
タ
イ
プ
。
低
い

姿
勢
で
頭
を
つ
け
、
出
し
投

げ
を
決
め
る
姿
は
、
そ
れ
こ

そ
師
匠
の
元
関
脇
・
安
美
錦

に
そ
っ
く
り
。

　
そ
れ
で
も
一
部
に
は
、「
立

ち
合
い
は
レ
ス
リ
ン
グ
の
よ

う
に
手
を
出
し
て
相
手
を
止

め
る
ス
タ
イ
ル
。
足
腰
が
強

く
、
上
半
身
の
筋
力
も
強

い
。
技
も
多
彩
で
相
撲
が
う

ま
い
か
ら
、
勢
い
に
乗
っ
た

時
に
は
止
め
ら
れ
な
い
。
し

か
し
正
面
か
ら
粉
砕
し
て
く

る
巨
体
力
士
相
手
の
相
撲
に

弱
い
。
だ
か
ら
大
の
里
を
苦

手
に
し
て
い
る
。
手
で
受
け

る
だ
け
の
立
ち
合
い
の
ま
ま

で
は
限
界
が
あ
る
。
今
後
の

課
題
で
し
ょ
う
」
と
い
う
指

摘
も
あ
る
。
安
青
錦
の
活
躍

は
戦
禍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民

に
明
る
い
希
望
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
ま
た
相
撲
の
国
際

化
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

　
関
脇
か
ら
頂
点
に
一
気
に

駆
け
上
が
っ
た
第
58
代
横
綱

千
代
の
富
士
は
１
８
３
㎝
、

１
２
７
㎏
と
似
た
体
型
だ
。

千
代
の
富
士
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
、
ウ
ル
フ
は
稽
古
姿
勢
が

「
鋭
い
眼
光
が
飢
え
た
狼
の

よ
う
だ
」
と
師
匠
で
あ
る
北

の
富
士
が
名
づ
け
た
。
闘
志

あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
も
よ
く

似
て
い
る
。
来
年
は
安
青
錦

が
大
関
か
ら
横
綱
に
昇
り
詰

め
る
の
か
、
母
国
の
和
平
同

様
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
る
。（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ

ー
・
三
山
典
央
）

『
低
姿
勢
・
大
関
』安
青
錦『
横
綱
へ
の
課
題
』

☎

　
㈱
イ
ン
タ
ー
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

が
運
営
す
る
メ
ガ
ネ
ブ
ラ
ン
ド

「Zoff

（
ゾ
フ
）」
は
、
東
海
オ
ン

エ
ア
の
メ
ン
バ
ー
「
と
し
み
つ
」

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ア
イ

ウ
ェ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「Zoff

｜

TOSHIM
ITSU

」
を
、
12
月
５

日
（
金
）
に
全
国
のZoff

店
舗
お

よ
びZoff

公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト

ア
ほ
か
で
発
売
す
る
。
ま
た
、
11

月
25
日
（
火
）
か
ら
、Zoff

公
式

オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
で
先
行
予
約

受
付
を
開
始
し
て
い
る
。 

 

　「
と
し
み
つ
」
は
愛
知
県
岡

崎
市
を
拠
点
に
活
動
す
るYou

Tube

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数

７
１
０
万
人
超
の
６
人
組
動
画
ク

リ
エ
イ
タ
ー
「
東
海
オ
ン
エ
ア
」

の
メ
ン
バ
ー
で
、
自
身
の
感
性
や

セ
ン
ス
を
生
か
し
イ
ベ
ン
ト
や
グ

ッ
ズ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
担
当
。

ソ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
も
活

動
し
、
音
楽
と
映
像
の
両
面
か
ら

フ
ァ
ン
を
魅
力
し
続
け
る
動
画
ク

リ
エ
イ
タ
ー
。 

　
ア
イ
ウ
ェ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「Zoff

｜TOSHIM
ITSU

」
は
、

自
身
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル

を
軸
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
、「TO

KAI ONAIR

」「TOSHIM
IT

SU

」
の
頭
文
字
で
あ
る
“T

”
を

随
所
に
散
り
ば
め
た
デ
ザ
イ
ン
が

特
徴
。
メ
ガ
ネ
12
種
、
サ
ン
グ
ラ

ス
５
種
（
Ｗ
ｅ
ｂ
限
定
含
む
）、

全
17
種
の
ア
イ
ウ
ェ
ア
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
。 

　【
概
要
】 

　•

商
品
名
｜「Zoff

｜TOSHI
M

ITSU

」 
• 

種
類
・
価
格
＝
メ
ガ
ネ
４
型
各

３
色
全
12
種
、
１
万
１
１
０
０
円

～
１
万
４
４
０
０
円
（
セ
ッ
ト
レ

ン
ズ
代
込
）
サ
ン
グ
ラ
ス
１
型
３

種
１
万
４
４
０
０
円
、
Ｗ
ｅ
ｂ
限

定
調
光
サ
ン
グ
ラ
ス
２
種
１
万
３

３
０
０
円
、
１
万
４
４
０
０ 

円

※
オ
リ
ジ
ナ
ル
ケ
ー
ス
・
メ
ガ
ネ

拭
き
付
き
。

　
文
部
科
学
省
の
学
校
保
健
統

計
調
査
に
お
い
て
、
日
本
に
お

け
る
裸
眼
視
力
１
・
０
未
満
の

子
供
の
割
合
は
、
約
40
年
前
と

比
べ
て
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　
裸
眼
視
力
１
・
０
未
満
の
子

供
の
全
て
が
近
視
で
あ
る
と
は

限
ら
な
い
が
、
そ
の
う
ち
、
約

８
～
９
割
は
近
視
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
５
年
度
「
児
童
生
徒
の
近

視
実
態
調
査
事
業
」（
以
下
、

「
近
視
実
態
調
査
」
と
い
い
う
）

に
お
い
て
も
、
３
７
０
方
式
視

力
測
定
法
で
裸
眼
視
力
の
判
定

（
※
１
）
が
Ｂ
、
Ｃ
又
は
Ｄ
と

さ
れ
、
近
視
の
定
義
（
※
２
）

に
該
当
す
る
割
合
は
、
そ
れ
ぞ

れ
Ｂ
（
右
眼
60
・
０
％
、
左
眼

58
・
２
％
）、
Ｃ
（
右
眼
84
・

８
％
、左
眼
83
・
４
％
）、Ｄ
（
右

眼
94
・
５
％
、
左
眼
94
・
７
％
）

で
、
裸
眼
視
力
１
・
０
未
満
の

多
く
が
近
視
で
あ
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
た
。

　
※
１
　
視
力
の
判
定
に
つ
い

て
は
、
視
力
１
・
０
以
上
を
Ａ
、

同
０
・
９
～
０
・
７
を
Ｂ
、同
０
・

６
～
０
・
３
を
Ｃ
、
同
０
・
３
未

満
を
Ｄ
と
区
分
さ
れ
る
。

　
※
２
　
近
視
実
態
調
査
に
お

け
る
近
視
の
定
義
は
、「
眼
軸

長
／
平
均
角
膜
曲
率
半
径
（
Ａ

Ｌ
／
Ｃ
Ｒ
）
比
２
・
95
以
上
か

つ
等
価
球
面
度
数-

０
・
５
Ｄ

以
下
」
を
用
い
て
い
る
。

　
⽇
本
メ
ガ
ネ
協
会
（
⾵
早
昭

正
代
表
理
事
、
略
称
＝
⽇
メ

協
）
の
眼
鏡
公
正
取
引
協
議
委

員
会
（
平
岩
幸
⼀
委
員
⻑
）
が

進
め
て
い
た
「
眼
鏡
公
正
取
引

競
争
規
約
」
の
⼀
部
改
定
に
対

し
、
２
０
２
５
年
10
⽉
22
⽇
付

け
で
、
公
正
取
引
委
員
会
及
び

消
費
者
庁
で
認
定
さ
れ
、
11
⽉ 

18
⽇
付
け
の
内
閣
府
発
⾏
の
官

報
１
５
９
１
号
に
告
⽰
さ
れ

た
。

　
主
な
改
定
箇
所
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
⽤
し
た
広
告
宣

伝
活
動
な
ど
時
流
に
沿
っ
た
表

記
に
変
更
し
た
ほ
か
に
、
製
造

業
者
に
関
わ
る
箇
所
、
さ
ら
に

実
施
す
る
機
関
が
、
眼
鏡
公
正

取
引
協
議
会
か
ら
⽇
メ
協
の
眼

鏡
公
正
取
引
協
議
委
員
会
に
移

⾏
し
た
た
め
に
、
運
営
⺟
体
に

関
わ
る
表
記
な
ど
が
あ
る
。 

　
⽇
メ
協
で
は
、
改
定
さ
れ
た

競
争
規
約
を
周
知
徹
底
す
る
た

め
、
⽇
本
メ
ガ
ネ
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://j-sa.

jp/

）
で
告
知
し
た
他
に
、
⼩

売
店
会
員
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
で

は
、
同
競
争
規
約
全
⽂
掲
載
し

た
他
、
新
し
く
な
っ
た
会
員
証

（
写
真
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
使
⽤
で
き
る
よ
う
に
し
た
。 

　
⽇
本
メ
ガ
ネ
協
会
（
東
京
都

中
央
区
、
⾵
早
昭
正
代
表
理

事
、
略
称
・
⽇
メ
協
）
は
、
11

⽉
21
⽇
か
ら
、
⽇
メ
協
の
眼
鏡

作
製
技
能
⼠
会
員
を
対
象
に
し

た
『
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
』
の
最

新
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
期
間
限
定
付

き
（
２
０
２
６
年
５
⽉
20
⽇
ま

で
）
で
公
開
し
た
。
今
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、「iOFT2025

」

の
会
期
初
⽇
（
10
⽉
１
⽇
）
に

⾏
っ
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
動

画
版
で
、
当
⽇
受
講
で
き
な
か

っ
た
会
員
が
対
象
。
受
講
料
は

無
料
。 

　
公
開
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、『
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
の
メ
ガ
ネ
〜
魅

せ
る
を
⽀
え
る
フ
レ
ー
ム
×
レ

ン
ズ
の
最
新
技
術
紹
介
〜
』。

２
講
座
の
構
成
。 

　
演
題
と
講
師
は
、⼀
つ
は「
眼

鏡
フ
レ
ー
ム
設
計
図
⾯
の
読
み

解
き
⽅
と
快
適
性
の
理
解
」（
岩

堀
圭
吾
⽒
／NECO

・no

・

Te

エ
ン
ジ
ニ
ア
㈱
代
表
取
締

役
社
⻑
）。⼆
つ
⽬
は「NIDEK

／
気
相
転
写
技
術
が
⽣
み
出

す
、
カ
ラ
ー
レ
ン
ズ
⾰
命
！
」

（
野
村
歩
⽒
／
㈱NIDEK

事

業
戦
略
本
部
コ
ー
ト
事
業
分
野

プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

が
担
当
し
て
お
り
、
各
講
座
と

も
、
最
前
線
の
情
報
が
視
聴
で

き
る
内
容
。

　
講
義
終
了
後
、
確
認
問
題
に

挑
戦
し
て
い
た
だ
き
、
合
格
す

る
と
１
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ

る
。
視
聴
時
間
は
約
75
分
。

　
受
講
⽅
法
は
、
眼
鏡
作
製
技

能
⼠
会
員
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
、
⼀
覧
メ
ニ
ュ
ー
か

ら
〈
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
こ
ち

ら
か
ら
〉
を
選
択
し
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
選
択
す
る
だ
け
。 

　
な
お
、
12
⽉
も
新
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
準
備
し
て
い
る
（
公

開
⽇
は
未
定
）。
10
⽉
５
⽇
に

開
催
さ
れ
た
⽇
本
眼
科
医
会
の

「
眼
鏡
処
⽅
講
習
会
」
で
⾏
わ

れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
⼀
つ
で
、

同
協
会
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
⽀

援
委
員
会
が
講
師
を
派
遣
し
た

講
習
の
動
画
版
。
演
題
は
「
眼

鏡
店
に
と
っ
て
の
眼
鏡
処
⽅
箋

〜
現
場
か
ら
⾒
た
運
⽤
の
実
際

〜
」。
講
師
は
、
同
委
員
会
の

我
妻
三
朗
⽒（
㈱
東
京
メ
ガ
ネ
）

が
務
め
た
。 

　
こ
れ
は
今
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
は
違
い
、
眼
科
医
療
従
事

者
向
け
に
⾏
わ
れ
た
も
の
で
、

同
協
会
と
し
て
は
、
医
療
連
携

を
進
め
る
上
で
、
不
可
⽋
な
理

解
と
共
感
の
基
盤
作
り
と
考
え

て
い
る
。

　
　
▼
近
視
は
、
将
来
の
目

　
の
病
気
と
の
関
連
が
大
き

　
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て

　
い
ま
す
。

　
近
視
の
ほ
と
ん
ど
は
軸
性
近

視
で
あ
り
、軸
性
近
視
と
は「
眼

球
の
形
が
前
後
方
向
に
長
く
な

っ
て
、
目
の
中
に
入
っ
た
光
線

の
ピ
ン
ト
が
合
う
位
置
が
網
膜

よ
り
前
に
な
っ
て
い
る
状
態
」

で
、
近
年
、
子
供
の
近
視
は
世

界
中
で
増
加
し
て
お
り
、
特
に

ア
ジ
ア
の
先
進
諸
国
で
は
多
い

傾
向
に
あ
る
。

　
図
は
、
近
視
度
数
ご
と
に
、

目
の
病
気
が
起
こ
る
こ
と
と
の

関
連
に
つ
い
て
示
し
た
オ
ッ
ズ

比
（
※
３
） 

。
子
供
た
ち
が
生

涯
に
わ
た
り
良
好
な
視
力
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
小
児
期
に

近
視
の
発
症
と
進
行
を
予
防
す

る
こ
と
が
極
め
て
重
要
。

　
※
３
　
オ
ッ
ズ
比
と
は
、
あ

る
因
子
が
あ
る
病
気
の
発
症
に

関
連
す
る
程
度
を
表
す
指
標

で
、
大
き
い
ほ
ど
関
連
性
が
強

い
と
さ
れ
る
。
な
お
、
オ
ッ
ズ

比
は
何
倍
病
気
に
な
り
や
す
い

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の

で
は
な
い
。

　
　
▼
近
視
は
、
遺
伝
要
因

　
と
環
境
要
因
の
両
方
が
関

　
係
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

　
す
。

　
近
視
は
、
遺
伝
要
因
と
環
境

要
因
の
両
方
が
関
係
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
近
年
の
近
視

の
増
加
は
、
環
境
に
よ
る
影
響

が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
近
視
実
態
調
査
で
は
、
ど

ち
ら
か
一
方
の
親
が
近
視
で
あ

る
場
合
、
両
親
と
も
近
視
で
は

な
い
場
合
と
比
べ
、
近
視
の
新

規
発
症
（
※
４
）
と
の
関
連
が

大
き
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
一
方
、
環
境
要
因
と
し
て
屋

外
で
過
ご
す
時
間
の
減
少
や
近

業
（
近
い
所
を
見
る
作
業
）
の

増
加
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
※
４
　
近
視
実
態
調
査
に
お

け
る
「
近
視
の
新
規
発
症
」
と

は
、
調
査
開
始
年
度
に
近
視
の

定
義
に
該
当
し
な
か
っ
た
が
、

調
査
最
終
年
度
に
同
定
義
に
該

当
し
た
こ
と
を
い
う
。

　
視
力
低
下
や
近
視
の
予
防
に

で
き
る
こ
と
❶

　
屋
外
で
過
ご
す
こ
と
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
。

「
眼
鏡
公
正
競
争
規
約
」

改
訂
版
が
官
報
に
告
示

テ
ー
マ
は『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
メ
ガ
ネ
／
フ
レ
ー
ム
と
レ
ン
ズ
の
最
新
技
術
』

「Zo f f｜TOSH I M I T SU」発売「Zo f f｜TOSH I M I T SU」発売 東
海
オ
ン
エ
ア「
と
し
み
つ
」と
の
コ
ラ
ボ

子
供
た
ち
の
目
を
守
る
た
め
に

知
っ
て
お
き
た
い
近
視
の
知
識

裸眼視力１.０未満の
　子供の割合が増加中

文科省の学校保健統計調査

ＩＯＦＴ特別セミナーのリカレント教育が公開に
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『
本
気
で
取
り
組
む
眼
科
と
の
連
携
』
を
テ
ー
マ
に
講
演

　眼鏡記者会（加盟５社６媒体加盟、
美濃部隆代表幹事）は、新春恒例の

「２０２６年新春眼鏡人懇親会」を
２月１０日（火）１５時３０分から、
東京・新御徒町のジュエラーズタウ
ン・オーラムで開催します。
　１６時からの懇親会第２部講演会
では、一般社団法人みるみるプロ
ジェクト代表理事の鈴木達朗氏を講
師に招いた講演「本気で取り組む眼
科連携～みるみる手帳の真意～」を
行ないます。日本眼科医会の「推奨
店制度」がスタートし、眼鏡作製技
能士制度が本格化しつつあります。
また、小児の新しい眼鏡レンズ『近
視管理用レンズ』発売もあり、眼科
医と眼鏡店の連携がますます重要に
なってきます。本講演では「眼科連
携」のフィロソフィと突破口、眼科
医や視能訓練士と取り組む社会貢
献、眼科領域から見たメガネ業界へ
の期待と課題、明日から実践可能な

「眼科に強い店づくり」などについ
ての詳しく解説していただきます。
　鈴木先生は、眼科医療機器卸会社
にて約２０年勤務の間、眼科クリ
ニックを中心に併設眼鏡店運営管理
や開業支援などを経験されました。
２０２０年には有志とともに一般社
団法人みるみるプロジェクト設立、

「子どもたちの眼を守り育てる」を
キーワードに眼科と眼鏡店の連携を
支援してきました。
　今回の新春眼鏡人懇親会が、業界
の改革・活性化・発展に向けての有
意義な集いになりますよう、皆様の
積極的なご参加をお願い申し上げま
す。
　▽日時　２０２６年２月１０日（火）
午後３時３０分～７時　
　▽会場　ジュエラーズタウン・
オーラム地下１階宴会場（〒１１０
‐ ００１５　東京都台東区東上野
１‐２６‐ ２　電話０３・５８１２
・１１２３、都営大江戸線／つくば
エクスプレス新御徒町駅徒歩５分）
　▽受付　午後３時１５分～
　▽内容　第１部／新春ごあいさつ

「新たな潮流！ 2026 年新秋の展示
会」（午後 3 時 30 分～ 3 時 55 分）、
第２部／講演「本気で取り組む眼科
との連携～みるみる手帳の真意～」

（午後４時００分～５時３０分）、第
３部／懇親会（午後５時４０分～７
時００分）
　▽申込　令和８年２月２日 ( 月 )
までに FAX または E メールで、出
欠のご返事をお知らせください。眼
鏡光学出版㈱ E メール：y.minobe@
gankyo.co.jp または FAX ０３・５８
１８・１８７０にお申し込みください
　▽会費　１名様につき１万５千円。
支払方法＝①銀行振込の場合は三菱
UFJ 銀行上野支店（店番号 337）・
普通預金口座 0237652 眼鏡記者会
会計・榎本卓生（ガンキョウキシャ
カイカイケイ　エノモトタクオ）②
現金書留の場合は「眼鏡記者会本部」

（〒１１０‐００１６ 東京都台東区台東
１‐８‐７　加藤ビル眼鏡光学出版㈱、
電話０３・５８１８・１８７１、FA
X ０３・５８１８・１８７０）へ送付
③新年賀詞交歓会当日の現金支払い
　なお、お申し込み後やむを得ず欠
席の場合は代わりの方のご出席をお
願いします。
　【眼鏡記者会会員社】眼鏡光学出
版㈱、㈱興隆出版社、㈱時宝光学新
聞社、㈱時計工藝新聞社、㈱時計美
術宝飾新聞社（５０音順）

み
る
み
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
鈴
木
達
朗
代
表

新
春
眼
鏡
人
懇
親
会

２
月
10
日
新
御
徒
町 

オ
ー
ラ
ム
で
開
催

眼
鏡
記
者
会
主
催

２
０
２
６
年

　
ジ
ュ
エ
リ
ー
議
員
連
盟
総
会

が
11
月
20
日
（
木
）
に
衆
議
院

第
一
議
員
会
館
（
東
京
都
千
代

田
区
）
で
開
催
さ
れ
た
。
議
員

連
盟
の
野
田
聖
子
会
長
、
辻
清

人
事
務
局
長
、
そ
の
他
関
係
省

庁
か
ら
５
人
、
日
本
ジ
ュ
エ

リ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｊ
Ａ
）
か
ら
は

長
堀
慶
太
会
長
、
加
藤
久
雄
副

会
長
、
塚
本
仁
人
専
務
理
事
、

深
沢
栄
二
常
務
理
事
、
田
中
由

美
理
事
、
小
林
知
子
事
務
局
長

が
出
席
し
た
。

　
は
じ
め
に
野
田
会
長
よ
り
あ

い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
「
久
し
ぶ

り
に
議
連
総
会
を
開
催
で
き
て

嬉
し
く
思
う
。
ジ
ュ
エ
リ
ー
は

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ

り
、
何
を
気
を
付
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
、
世
界
で
勝
負
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
た
い
」
と
意
欲
を
示
し

た
。

　
続
い
て
Ｊ
Ｊ
Ａ
長
堀
会
長
よ

り
、
業
界
の
現
状
と
要
望
事
項

の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
現
状
と

し
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
小
売
市
場
規

模
が
３
年
連
続
で
１
兆
円
を
突

破
し
た
こ
と
、
そ
の
詳
細
が
説

明
さ
れ
、
次
に
香
港
ジ
ュ
エ

リ
ー
シ
ョ
ー
に
お
け
る
「
ジ
ャ

パ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
・
パ
ビ
リ
オ

ン
」
の
初
出
展
に
つ
い
て
の
報

告
、
要
望
と
し
て
今
後
の
同
展

示
会
等
へ
の
支
援
依
頼
、
技
能

五
輪
国
際
大
会
・
装
身
具
部
門

へ
の
支
援
依
頼
を
表
明
し
、
さ

ら
な
る
理
解
と
協
力
を
求
め

た
。

　
そ
の
後
、
関
係
省
庁
か
ら
の

説
明
に
続
い
て
、
質
疑
応
答
と

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
の
中
で
〝
贈
答
品
で
ジ
ャ

パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
ジ
ュ
エ
リ
ー

を
採
用
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
に
つ
な
げ
る
〟
ま
た
〝
エ
ン

ゲ
ー
ジ
リ
ン
グ
を
買
っ
た
人
と

そ
う
で
な
い
人
に
お
け
る
、
離

婚
率
の
相
関
を
調
べ
て
は
ど
う

か
〟
と
い
っ
た
案
が
生
ま
れ
る

な
ど
、
各
方
面
に
お
い
て
追
い

風
を
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
議

論
が
活
発
に
交
わ
さ
れ
、
閉
幕

し
た
。

　「
宝
石
の
街
・
お
か
ち
ま
ち
」

の
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ 

Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｒ

Ｙ
御
徒
町
本
店
（
東
京
都
台
東

区
上
野
）
は
、『
ビ
ル
丸
ご
と

宝
石
テ
ー
マ
パ
ー
ク
』
と
銘
打

ち
「
と
ん
で
も
な
い
ジ
ュ
エ
リ

ー
フ
ェ
ア
　
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ 

Ｆ
ｅ

ｓ
（
ガ
ラ
フ
ェ
ス
）」
を
11
月

28
日
～
30
日
の
３
日
間
、
同
本

社
ビ
ル
で
実
施
し
た
。

　
年
２
回
の
開
催
、
今
回
で
10

回
目
。
会
場
は
地
下
１
階
か
ら

７
階
（
事
務
所
部
分
を
除
く
）

の
各
階
に
、
出
展
し
た
協
力
会

社
に
よ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
ア
イ
テ
ム
や
コ
ン
テ

ン
ツ
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
ま

た
同
社
で
は
、
同
時
に
本
店
店

舗
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

を
記
念
し
て
、
３
日
間
だ
け
の

特
別
セ
ー
ル
も
行
っ
た
。

　
期
間
中
、
リ
ピ
ー
タ
ー
客
や

家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ

た
。
会
場
を
訪
れ
た
親
子
連
れ

は
「
前
回
に
続
き
２
回
目
の
来

場
で
す
。
小
学
生
の
息
子
が
宝

石
研
磨
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
千
葉
か
ら
来
場
し

ま
し
た
。
目
当
て
は
研
磨
で
し

た
が
、
想
定
外
の
マ
ジ
ッ
ク
実

演
が
あ
り
、
真
ん
前
の
テ
ー
ブ

ル
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
イ
リ
ュ

ー
ジ
ョ
ン
を
楽
し
め
、
ラ
ッ
キ

ー
で
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

10
回
目
の
開
催
を
迎
え
て
、
同

フ
ェ
ス
の
定
着
ぶ
り
が
う
か
が

え
る
。

　
入
り
口
す
ぐ
の
１
階
に
は
、

ワ
イ
ヤ
ー
ラ
ッ
ピ
ン
グ
、
カ
ジ

ュ
ア
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
ル
ー

ス
、
ラ
ボ
グ
ロ
ウ
ン
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
、純
金
ジ
ュ
エ
リ
ー
な
ど
。

地
下
１
階
に
作
家
物
・
ヒ
ス
イ
、

シ
ル
バ
ー
ジ
ュ
エ
リ
ー
、原
石
・

ル
ー
ス
の
本
格
ジ
ュ
エ
リ
ー
な

ど
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
。

　
発
見
＆
相
談
フ
ロ
ア
と
な
っ

た
２
階
で
は
、
同
フ
ェ
ス
開
催

10
回
目
を
記
念
し
て
、
貴
重
な

技
術
や
経
験
を
持
つ
様
々
な
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ら
と
ふ
れ

あ
う
交
流
会
が
行
わ
れ
た
。
世

界
を
巡
っ
た
原
石
の
目
利
き
が

語
る
「
旅
と
出
会
い
の
体
験

記
」、
マ
ク
ラ
メ
ジ
ュ
エ
リ
ー

界
の
匠
に
よ
る
「
舞
台
裏
ト
ー

ク
」
な
ど
の
ト
ー
ク
タ
イ
ム
や

ハ
ン
ド
パ
ン
奏
者
の
生
演
奏
、

イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
マ
ジ
ッ
ク
の

実
演
な
ど
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組

ま
れ
た
。

　
６
階
は
学
び
と
体
験
、
フ
ー

ド
の
フ
ロ
ア
。
テ
ィ
ア
ラ
・
ク

ラ
ウ
ン
や
天
然
石
万
華
鏡
制
作

体
験
、
宝
石
学
講
座
の
コ
ー
ナ

ー
の
ほ
か
、
ブ
レ
ン
ド
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
、
こ
だ
わ
り
パ
ン
と
お

菓
子
の
販
売
も
あ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

フ
ォ
ロ
ワ
ー
ら
に
は
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
が
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

た
。
最
上
階
の
７
階
フ
ロ
ア
で

は
、
宝
石
研
磨
体
験
の
ほ
か
、

ル
ー
ス
販
売
が
行
わ
れ
た
。
同

ル
ー
ス
購
入
者
に
は
、
フ
ェ
ス

特
別
企
画
と
し
て
ワ
イ
ヤ
ー
ラ

ッ
ピ
ン
グ
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
オ
ー

ダ
ー
を
受
け
付
け
て
い
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
ブ
テ
ィ

ッ
ク
で
は
、
12
月
１
日
（
月
）

か
ら
12
月
30
日
ま
で
、
冬
の
訪

れ
と
と
も
に
フ
ェ
ア
を
開
催
し

て
い
る
。
各
店
舗
で
は
ホ
リ
デ

ー
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
、

来
店
を
お
待
ち
し
て
い
る
。

　
今
年
の
ホ
リ
デ
ー
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、「SLGB003

」
の

ダ
イ
ヤ
ル
パ
タ
ー
ン
と
し
て
も

採
用
さ
れ
た
「
樹
氷
」
を
モ
チ

ー
フ
に
、
日
本
の
冬
を
象
徴
す

る
美
し
い
銀
世
界
と
、
グ
ラ
ン

ド
セ
イ
コ
ー
の
象
徴
で
あ
る

“
獅
子
”
が
織
り
な
す
幻
想
的

な
世
界
を
表
現
し
た
。

　
樹
氷
の
森
に
佇
む
獅
子
の
足

も
と
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
ボ
ッ
ク

ス
が
そ
っ
と
置
か
れ
、
世
界
中

の
人
々
に
訪
れ
る
ホ
リ
デ
ー
シ

ー
ズ
ン
の
高
揚
感
と
温
も
り
を

感
じ
て
も
ら
え
る
。

　
こ
の
店
頭
装
飾
は
、
全
国
の

グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
ブ
テ
ィ
ッ

ク
で
、
期
間
限
定
で
実
施
し
て

い
る
。

ピ
ー
ス
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

時
計
業
界
全
体
を
最
も
象
徴
す

る
作
品
と
認
め
ら
れ
た
も
の
に

授
与
さ
れ
る
最
も
名
誉
あ
る

賞
。

　《
ク
ラ
シ
ッ
ク 

ス
ー
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン 
２
０
２
５
》
は
、

ブ
レ
ゲ
の
創
業
２
５
０
周
年
を

祝
す
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー

の
モ
デ
ル
と
し
て
最
初
に
発
表

さ
れ
た
モ
デ
ル
で
あ
り
、
ア
ブ

ラ
ア
ン
・
ル
イ
・
ブ
レ
ゲ
の
先

見
性
に
満
ち
た
精
神
へ
オ
マ
ー

ジ
ュ
を
捧
げ
て
い
る
。
18
世
紀

末
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
懐
中
時

計
ス
ー
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
・
ウ
ォ

ッ
チ
に
着
想
を
得
て
お
り
、
表

面
的
な
シ
ン
プ
ル
さ
の
中
に
新

た
な
革
新
性
を
体
現
し
て
い

る
。

　
こ
の
一
本
針
の
モ
デ
ル
は
、

歴
史
的
な
懐
中
時
計
を
現
代
の

腕
時
計
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
へ
と

忠
実
に
再
解
釈
し
た
も
の
。
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
の
構
造
は
、
ス
ー

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
リ
バ

ー
や
タ
ク
ト
ウ
ォ
ッ
チ
か
ら
着

想
を
得
て
お
り
、
そ
の
美
的
表

フ
ー
エ
ナ
メ
ル
文
字
盤
、
シ
ー

ク
レ
ッ
ト
サ
イ
ン
、
そ
し
て
手

作
業
で
仕
上
げ
ら
れ
る
ブ
ル
ー

ス
チ
ー
ル
針
の
ブ
レ
ゲ
針
な
ど

が
特
徴
。
さ
ら
に
ケ
ー
ス
バ
ッ

ク
に
は
、
特
別
な
「
ケ
・
ド
・

ロ
ル
ロ
ー
ジ
ュ
」
ギ
ヨ
シ
ェ
模

様
が
手
彫
り
で
施
さ
れ
、
創
業

者
ブ
レ
ゲ
自
身
が
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
の
構
想
に
つ
い
て
記
し
た
言

葉
の
刻
印
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。

宝石研磨体験コーナー

リニューアルされた１階フロア

天然石で作る唯一無二の万華鏡

こだわりの石で制作する
マクラメジュエリーコーナー

赤坂香津緒同社専務がマジシャン
を務める実演コーナー

右
か
ら
２
人
目
が
野
田
聖
子
Ｊ
議
連
会

長
、
３
人
目
が
Ｊ
Ｊ
Ｋ
長
堀
慶
太
会
長

　
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
時
計
グ
ラ
ン
プ

リ
（GPHG

）
で
、「Aiguille 

d
’Or
（
金
の
針
賞
）」
グ
ラ

ン
プ
リ
を
、
ブ
レ
ゲ
の
《
ク
ラ

シ
ッ
ク 

ス
ー
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン 

２
０
２
５
》
が
受
賞
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
す
べ
て
の
部
門

を
通
じ
て
最
も
優
れ
た
タ
イ
ム

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都
⻄
東

京
市
、
大
治
良
高
社
⻑
）
は
、
雄
大

な
宙
に
想
い
を
馳
せ
、
今
と
い
う
時

を
愉
し
む
た
め
の
ウ
オ
ッ
チ
ブ
ラ
ン

ド
『CAM

PANOLA

（
以
下
、
カ

ン
パ
ノ
ラ
）』
か
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
で
は

初
と
な
る
ケ
ー
ス
・
バ
ン
ド
す
べ
て

に
デ
ュ
ラ
テ
ク
ト
Ｄ
Ｌ
Ｃ
を
施
し
た

「
星
響
」
３
モ
デ
ル
【
希
望
⼩
売
価
格

45
万
１
０
０
０
円
〜
１
３
２
万
円
（
税

抜
価
格
41
万
円
〜
１
２
０
万
円
）】、
数

量
限
定
で
11
月
13
⽇
（AH408451E

とAH7064-52E

は
12
月
４
⽇
）
に

発
売
し
た
。

　「
カ
ン
パ
ノ
ラ
」
ブ
ラ
ン
ド
誕
生
25

周
年
を
記
念
し
、
宙
と
時
、
そ
し
て
カ

ン
パ
ノ
ラ
が
共
鳴
す
る
新
製
品『
星
響
』

を
数
量
限
定
で
発
売
し
た
。
夜
空
に
輝

く
星
々
が
互
い
に
影
響
し
合
い
、
軌
道

を
保
つ
よ
う
に
、
時
の
流
れ
と
宇
宙
の

調
和
を
表
現
し
た
特
別
な
モ
デ
ル
。
ブ

ラ
ン
ド
で
初
と
な
る
デ
ュ
ラ
テ
ク
ト
Ｄ

Ｌ
Ｃ
を
施
し
た
漆
黒
の
宇
宙
の
よ
う
な

オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
の
ケ
ー
ス
と
バ
ン
ド

に
、
星
の
輝
き
を
象
徴
す
る
ゴ
ー
ル
ド

カ
ラ
ー
が
映
え
る
限
定
仕
様
と
な
っ
て

い
る
。 

　
ラ
・
ジ
ュ
ー
・
ペ
レ
社
（
ス
イ
ス
）

の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
搭
載
す
る
メ
カ
ニ

カ
ル
モ
デ
ルNZ0004-57E

は
、
会

津
塗
の
伝
統
⼯
芸
士
、
儀
同
哲
夫
氏
の

手
に
よ
る
、
煌
め
く
螺
鈿
細
⼯
の
漆
塗

り
⽂
字
板
を
備
え
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ

手
作
業
で
仕
上
げ
る
⽂
字
板
は
、
ひ
と

つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
な
く
、
宇
宙
で

輝
く
星
々
の
よ
う
だ
。

グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
ホ
リ
デ
ー

多彩なイベント、
盛り沢山のアイテムや
コンテンツが勢揃い

野
田
聖
子
会
長
の
挨
拶
受
け
さ
ら
な
る

発
展
へ
活
発
な
質
疑
応
答
と
意
見
交
換

３年連続１兆円を突破 ジ
ュ
エ
リ
ー
議
員
連
盟
総
会

ジュエリー
小売市場規模

ビ
ル
丸
ご
と
宝
石
テ
ー
マ
パ
ー
ク

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ 

Ｆ
ｅ
ｓ

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ 

Ｆ
ｅ
ｓ

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ 

Ｆ
ｅ
ｓ

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
・
Ｊ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｒ
Ｙ
御
徒
町
本
店
で
開
催

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
時
計
グ
ラ
ン
プ
リ

ブ
レ
ゲ
が
受
賞

グ
ラ
ン
プ
リ
！！

総会での活発な意見交換

すべての部門通じ最も名誉ある賞「金の針賞」
現
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ド
を

忠
実
に
踏
襲
し
て
い

る
。

　
ケ
ー
ス
の
サ
テ
ン

仕
上
げ
、
シ
ュ
ヴ
ェ

型
ガ
ラ
ス
、グ
ラ
ン
・

漆黒の宙で響き合う星を表現「星響」

カンパノラ３５周年記念限定モデル

シ
ー
ズ
ン
フ
ェ
ア
を
開
催
中

12
月
30
日
ま
で

㊧AH7064-52E  451,000

円
㊥NZ0004-57E  

1,320,000
円
㊨AH4084-51E  506,000

円

ほしひびき

ガ　
ラ
　
フ　
ェ　
ス

特
別
な
店
頭
装
飾

期
間
限
定
で
実
施

ク
ラ
シ
ッ
ク 

ス
ー
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン 2025

美
し
い
銀
世
界

と
獅
子
が
織
り

な
す
幻
想
世
界
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